
GUTIC［グチック］は、あらゆるものの形から抽出された抽象形態であり、アーティスト・山岡敏明の考える「あるべきカタチ」そのものです。

2003年、山岡は「GUTIC STUDY ／グチック考」と題したカタチを探求するプロジェクトをスタートさせました。

当初は不明瞭であやふやな霊のような姿をしていたGUTICですが、現在は明確な輪郭と確固たるリアリティを持つ存在へと変化しつ

つあります。

GUTIC STUDYは、今年で10年目という一つの区切りを迎えました。

そこで今一度その原点に立ち返り、カタチの探求というプロジェクトの核心を掘り下げた、純度の高い作品をみなさまにご覧いただき

たく、「GUTIC MERISTEM」展を開催する運びとなりました。

タイトルにあるMERISTEM／メリステムは、植物の茎や根の先端部に存在する、肉眼では見るのが難しいほど小さな組織の名称です。

未分化の細胞から成るこの組織は、活発に細胞分裂を繰り返しながら様々に分化し、植物の各種器官を形成・成長させていきます。

そして、メリステムの活動さえ維持できれば、植物は何百年、何千年と成長を続けることができるのです。

これまでの10年間に様々に展開され、これからの10年間でますます活発に増殖していくだろうGUTICの原動力となる山岡敏明の最新

作を、是非ご高覧ください。

展覧会ディレクション：宮下 忠也

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル　［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
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出 品 作 品 リ ス ト

01│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学）  2013年　　パネルに油彩　　1820×3640mm　

02│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 03 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm　

03│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 05 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm　

04│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 10 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm

05│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 06 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm　

06│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学）  2013年　　パネルに油彩　　2060×1456mm　

07│ Growth／Reproduction（成長と増殖のドローイング）  2013年　　ボール紙にパステル,ビデオプロジェクション　　220×160mm

08│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 04 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm

09│ GUTIC MORPHOLOGY（グチック形態学） 08 2012年　　ユポ紙に鉛筆・アクリル絵具　　420×297mm　

10│Growth／Reproduction（成長と増殖のドローイング）  2013年　　ビデオプロジェクション

作 家 略 歴

山岡  敏明　 YAMAO K A  T o s h i a k i
http://www.gutic.com
1972年 大阪生まれ。
1995年 東京造形大学卒業

【おもなグループ展】

2012 アートプログラム青梅2012：存在を超えて（BOX KI-O-KU／東京）

2010 HOT展（ギャラリーH.O.T／大阪） ’11・12

 not easily seen：medias connection project vol.1（此花メヂア／大阪）

 3daysミラクルタワー：twist & shout（旧生絲検査所／神戸）

 丹波国分寺跡アートスケープ（丹波国分寺本堂／京都）

2009 Transmutation：第五回造形現代芸術家展

 　（東京造形大学附属横山記念マンズー美術館／東京）

 Presentation & Exhibition（ART COURT Gallery／大阪）

 Mirage（同志社大学／京都）

2008 gallerism2008（大阪府立現代美術センター／大阪）

 うちゅうのたまご（築港piaNPOビル／大阪）

2005 アートがもたらすプラセボ効果（ギャラリーH.O.T／大阪） ’06・07・08・09

【おもな個展】

2012 GUTIC STUDY X vol.2（STREET GALLERY／神戸）

2011 GUTIC STUDY @Gallery PARC（Gallery PARC／京都）

2010 GUTIC STUDY @studio90（studio90／京都）

2009 グチック考16++（ギャラリーOPEN DOOR／東京）

2008 グチック考16（ギャラリーH.O.T／大阪）

2007 グチック考13（ギャラリーH.O.T、ギャラリーwks.／大阪）

2005 グチック考11（ギャラリーH.O.T／大阪）

 グチック考X（STREET GALLERY／神戸）

2004 グチック考08（ギャラリーH.O.T／大阪）

2003 グチック考07（ギャラリークオーレ／大阪）

【アートプロジェクト】

2011 企画スタッフ　SUPERPOSITIVE:世界への愛着

 　（日図デザイン博物館／京都）

2008 ワークショップ　アーティスト@夏休みの病院2008

 　（大阪市立大学医学部附属病院／大阪）
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作 家 略 歴

山添　潤　 YAMA ZO E  J U N

1971 京都府生まれ
1995 KOBATAKE工房修了
　
2004 個展 ギャラリー4GATS（ 東京）
2005 個展 ギャラリー砂翁（東京）
2006 Gwalior国際石彫シンポジウム（インド）　
 個展 アートスペース虹（京都）
 個展 アトリエK アートスペース（神奈川）
2008 個展 トキアートスペース（東京）
 Gwacheon国際石彫シンポジウム（ 韓国）
2009 個展 アートスペース虹（京都）
 Art Court Frontier #7 Art Court Gallery（大阪）
2010 個展 メタルアートミュージアム光の谷（千葉）
2011 雨引の里と彫刻2011（茨城）［’01、’03、’06、’08］
 個展 ギャラリー揺（京都）
2013 石彫の現況2013（東京）

【s t a t e m e n t 】　
6本の柱状の石を置く。
失われゆくもの。つくりだされるもの。
その狭間で揺れている、6本の石。それを包みこむ空間。
その場所に立った時、彫刻の存在を感じることが出来れ
ばと思っている。

山添  潤　彫刻展
YAMAZOE JUN STONE SCULPTURE WORKS

　90年代半ばより石彫を手掛ける山添潤（やまぞえ・じゅん／京都府生ま
れ・1971～）は、制作・発表のベースを関東に構えながら、近年では
2009年の個展（アートスペース虹・京都）開催や「Art｠Court｠Frontier｠
#7」（Art Court Gallery・大阪）への参加、2011年の個展（ギャラリー揺・京都）

開催など、これまでに関西でも定期的な発表を続けています。

　山添は御影石や大理石などの大きな塊を前に、具体的なカタチや完
成形を目指すことなく、ノミやタガネによって石を打ちます。
　その一打一打は山添の身体を介した素材（目前の石という存在）と
の対話であり、無数のノミ痕は積み重ねられた対話の長さと密度を物
語るといえます。また、徐々に浮かび上がるそのカタチは、山添を介し
て石より発せられた不定形な声のようでもあります。

　自身の身体と思考、無意識と自意識の狭間にとどまり（あるいはそ
れらを高速で反復しながら）、山添と石はいつしか然るべきカタチを
見いだし、やがてそこに明確な量塊と朧げなカタチを持つ「存在」を結
びだします。また、その表情は光や時間のうつろい、鑑賞者の視点の変
化によって、より曖昧な存在として自立します。

　本展は「6本の石柱」と「鑑賞者」と「空間」によって構成される、山添
潤の新作を発表する機会となります。
　無垢の石柱を含む大理石に見る六様態には、山添と石の対話の展開
を見るとともに、然るべきカタチへの模索の可能性を感じる事が出来
るのではないでしょうか。

01│ 残像　─棲物─
 2013年　　h210×w200×d330mm　　大理石

 120,000,-（税・送料別）　

02│ 気配 2012 ─Ⅱ
 2012年　　h185×w155×d220mm　　小松石

 80,000,-（税・送料別）　

03│ 残像　─柱刻─
  -a 2012年　　h1480×w270×d160mm　　大理石

  -b 2012年　　h1430×w290×d220mm　　大理石

  -c 2012年　　h1460×w290×d220mm　　大理石

  -d 2012年　　h1430×w290×d225mm　　大理石

  -e 2012年　　h1490×w280×d220mm　　大理石

  -f 2012年　　h1455×w290×d210mm　　大理石

 応相談　

04│ 刻 2013
 2013年　　h85×w100×d110mm　　大理石

 40,000,-（税・送料別）　

05│ 残像
 2013年　　h700×w170×d170mm　　大理石

 300,000,-（税・送料別）　

06│ 気配 2012 ─Ⅰ
 2012年　　h160×w160×d170mm　　小松石

 80,000,-（税・送料別）　

＊1階入り口部分（外側から向かって）

中│ work 2012 ─a
右│ work 2012 ─b
左│ work 2012 ─c
 2012年　　h120×w100×d125mm　　大理石

 各30,000,-（額込み、税・送料別）　

 A│ drawing　2013  Q ─Ⅰ
 2013年　　h370×w445mm　　紙に鉛筆

 30,000,-（額込み、税・送料別）　

 B│ 
  -1 drawing 残像 2012　　2012年　　h1050×w785mm　　紙に鉛筆

  -2 drawing 残像 2013　　2013年　　h1050×w785mm　　紙に鉛筆

 各150,000,-（額込み、税・送料別）

 C│ 
  -1 drawing 2012 S-Ⅱ　　2012年　　h500×w500mm　　紙に鉛筆

  -2 drawing 2013 S-Ⅱ　　2013年　　h500×w500mm　　紙に鉛筆

  -3 drawing 2012 S-Ⅰ　　2012年　　h500×w500mm　　紙に鉛筆

 各40,000,-（額込み、税・送料別）

 D│ drawing　連
1〜5 2013年　　h370×w445mm　　紙に鉛筆

 各30,000,-（額込み、税・送料別）
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